
島原城天守閣復元50周年記念特集
　島原を象徴するランドマーク「島原城」の天守
閣が昭和 39年に復元され、本年 4月で 50周年
を迎えます。そこで今月号では島原城を特集しま
しす。
　まず、郷土の歴史家で、現在、島原城専門員と
して展示資料の解説などを行っている松尾卓次さ
んによる寄稿記事。島原城の築城から現在までの
変遷について、その歴史的背景や裏話も交えた解
説となっています。（今月号から３回に分けて掲
載します）
　また、広報しまばらの昭和 39年 4月号の記事
も掲載しましたので、復元当時をご存知の人には
懐かしく、生まれた時からそびえ立つ島原城を目にしてきた世代には、当時の島原市民の天守閣
復元にかける熱意を感じていただけるのではないでしょうか。
　私たち市民にとっては「いつもそこにあるのが当たり前」ですが、毎日、多くの観光客が訪れ
る「島原城」。
　今年の復元 50周年記念事業が島原城の価値を見つめ直す好機となり、今からさらに 50年、
100年後まで、変わらぬ姿であり続けてほしいと願います。
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島
原
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、
そ
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島
原
人
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と
っ
て
ふ
る
さ
と
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を
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ボ
ル
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あ
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。
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迎
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迎
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。

　
島
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０
０
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建
設
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こ
の
時
期
、
日
本
全
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に
１
３

０
余
の
城
が
築
造
さ
れ
た
が
、

そ
の
中
で
も
島
原
城
は
城
郭
と

武
家
屋
敷
街
、
町
人
町
の
縄
張

り
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
極
め

て
珍
し
い
存
在
で
あ
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。

　
島
原
城
の
築
造
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に
は
諸
説

が
あ
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。
松
平
家
の
記
録
を
ま

と
め
た
『
深
溝
世
紀
』
に
よ
れ

ば
、「
元
和
元
（
１
６
１
５
）
年
、

（
松
倉
重
政
）
封
を
肥
前
有
馬

に
移
さ
る
。
明
年
請
う
て
そ
の

城
に
移
り
、
さ
ら
に
城
を
島
原

に
築
く
。
７
年
に
し
て
成
る
と

い
い
、
或
い
は
４
年
と
い
う
」

と
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
１
６

２
０
年
代
の
初
め
に
は
完
成
し

た
で
あ
ろ
う
。

　
松
倉
重
政
が
新
領
主
と
し
て

入
封
し
た
。
関
ヶ
原
合
戦
や
大

坂
の
陣
で
武
功
を
立
て
た
の
で

徳
川
家
康
か
ら
取
り
立
て
ら
れ

て
、
４
万
３
千
石
の
大
名
と
な

り
、
新
し
い
居
城
と
し
て
島
原

に
大
き
な
城
を
構
え
る
。
７
年

か
け
て
築
き
、
そ
の
頃
城
下
町

も
完
成
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
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は
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２
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０
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塀
を
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ら
し
、
瓦
葺
き
の
練

塀
で
取
り
囲
ん
で
い
た
。
内
郭

は
南
に
偏
っ
て
本
丸
。
そ
こ
に

は
高
さ
17
間
余
の
五
層
の
天
守

閣
が
そ
び
え
る
。
北
隣
に
二
の

丸
、そ
の
北
に
三
の
丸
が
あ
り
、

御
殿
が
建
つ
。
城
郭
の
北
側
に

上
級
武
士
の
屋
敷
街
を
組
み
込

み
、
西
側
に
は
下
級
武
士
街
を

配
置
し
た
。天
守
閣
の
構
造
は
、

総
高
17
間
１
尺
５
寸
。
そ
れ
に

３
つ
の
三
階
櫓
、
二
階
櫓
が
７

と
平
櫓
が
６
箇
所
。
そ
の
面
積

は
城
郭
部
11
町
余
、
上
士
屋
敷

部
30
町
余
、
下
士
屋
敷
街
18
町

余
と
な
る
。

　
こ
こ
に
新
興
大
名
と
し
て
の

意
気
込
み
を
感
じ
る
。
そ
れ
を

可
能
に
し
た
の
が
有
馬
氏
の
遺

産
で
、
長
く
続
い
た
南
蛮
貿
易

の
利
潤
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら

に
重
政
が
近
畿
地
方
の
出
身
で

あ
り
、
当
時
の
先
端
技
術
お
よ

び
技
術
者
の
取
り
入
れ
が
容
易

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、

戦
国
の
世
を
切
り
抜
け
て
き
た

武
将
で
あ
る
か
ら
、
築
城
に
は

思
い
の
ほ
か
肩
入
れ
が
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
築
城
の
名
手
と

言
わ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

　
以
来
松
倉
氏
、
高
力
氏
、
松

平
氏
13
代
（
途
中
25
年
間
戸
田

氏
と
交
換
統
治
）
の
居
城
と
し

て
そ
び
え
て
き
た
。

（
次
月
号
は
「
②
島
原
城
の
解

体
」
を
掲
載
予
定
で
す
）

島原城専門員
松尾 卓次さん

復元工事中の島原城天守閣
（昭和 38年撮影）
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特別入館割引券

※本件の利用は島原市民に
　限ります
※ 1枚につき 1名様ご利用
　できます
※他の割引との併用は不可
※コピー不可

島 原 城

有効期限
平成 27年 3月末まで有効

島 原 市

５0％割引

　今年は、４月６日（日）「城の日」に行うオー
プニングセレモニーを皮切りに、島原城をメイ
ン会場とした特別イベントのほか、毎年開催し
ているイベントも 50周年にふさわしい趣向を
凝らした内容で実施します。
　皆さんで島原城天守閣の 50歳をお祝いしま
しょう。
▶問い合わせ先
　しまばら観光おもてなし課（☎内線 213）

昭和 39年の出来事

　【今年開催予定の特別イベント】
・島原城市民展（随時）
・島原城とジオパーク（７～８月夏休み期間中）
・時代を超えて記念写真（９～ 11月）
・島原城写真展（10～ 11月）
・島原城菊花展（11月）
・深溝本光寺宝物展（10～ 11月）
・しまばら江戸まつり（平成 27年３月）

　島原城入館料　大人 540円、小人 270円
下記割引券持参で島原市民は 50％割引になります
※車で入場する際は駐車場代が別途必要です
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島原城天守閣落成を紹介し
た「昭和 39年４月号広報
しまばら表紙」

東京オリンピック開催を前
に、市内を聖火ランナーが
走り、当時の記録によると
市内外から約 10万人が沿
道に詰めかけました
（昭和39年9月13・14日）
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